
第
十
九
章
企
業
の
整
備

子
会
社
の
設
立

１０２７

日
華
事
変
は
思
わ
ざ
る
方
向
に
発
展
し
、
戦
線
は
中
国
を
南
北
に
縦
断
す
る
広
域
に
拡
が
っ
て
行
っ
た
。
兵
器
物
資
の
補
給
に
不
覚

の
障
硬
が
起
り
、
止
む
を
得
ず
現
地
補
給
の
と
こ
ろ
さ
え
現
わ
れ
て
来
た
。
そ
の
上
輸
入
物
資
も
杜
絶
え
勝
ち
に
な
っ
た
か
ら
、
国
内

に
於
け
る
生
活
も
戦
時
体
制
の
様
相
を
示
し
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
統
制
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
十
二
年
九
月
に
布
か
れ
た
輸

出
入
品
等
臨
時
措
置
法
は
、
戦
時
に
於
け
る
貿
易
な
ら
び
に
物
資
統
制
の
基
本
を
定
め
、
こ
れ
に
つ
づ
い
て
重
要
産
業
の
統
制
、
企
業

統
制
、
価
格
統
制
な
ど
重
要
な
法
令
が
相
つ
い
で
公
布
さ
れ
た
。
洋
書
輸
入
販
売
を
表
看
板
と
す
る
丸
善
が
、
そ
の
ル
ー
ト
に
支
障
を

来
た
し
、
対
策
に
腐
心
し
た
こ
と
は
巳
に
述
べ
て
お
い
た
。
ま
た
企
業
整
備
令
及
び
企
業
許
可
令
の
制
定
に
よ
り
丸
善
は
営
業
上
多
大

の
影
響
を
受
け
、
製
造
・
卸
売
業
務
と
小
売
営
業
と
を
同
一
組
織
内
で
営
む
こ
と
が
不
可
能
と
な
る
気
配
が
濃
厚
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、

昭
和
十
四
年
早
春
、
名
古
屋
支
店
か
ら
本
店
支
配
人
に
栄
転
し
て
来
た
司
忠
現
会
長
は
、
こ
う
し
た
状
勢
を
察
知
し
、
商
品
の
種
類

毎
に
製
造
・
卸
売
部
門
を
分
離
し
て
子
会
社
を
設
立
し
、
従
来
の
営
業
を
継
続
す
る
こ
と
を
本
社
の
重
役
陣
に
進
言
し
た
。
し
か
も
企

業
統
制
令
の
範
囲
内
で
は
、
資
本
金
一
一
十
万
円
を
千
円
で
も
切
れ
て
い
た
な
ら
、
設
立
の
許
可
は
容
易
で
あ
っ
た
か
ら
、
将
来
の
見
通

し
は
兎
に
角
と
し
て
、
重
役
陣
は
こ
の
進
言
を
取
り
上
げ
、
そ
の
手
続
等
一
切
を
司
支
配
人
に
任
せ
た
。



行
く
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
、

う
の
が
本
意
ら
し
い
。

か
く
し
て
設
立
さ
れ
た
の
が
興
亜
貿
易
株
式
会
社
を
初
め
と
す
る
各
子
会
社
で
あ
っ
た
。
興
亜
貿
易
株
式
会
社
は
文
具
事
務
器
械
の

製
造
・
卸
売
。
輸
出
入
の
業
務
を
継
承
し
て
昭
和
十
四
年
十
二
月
一
一
十
三
日
に
資
本
金
十
九
万
八
千
円
で
設
立
さ
れ
た
。
創
立
年
月

日
。
資
本
金
を
全
く
同
じ
く
し
て
設
立
さ
れ
た
興
亜
商
事
株
式
会
社
は
洋
品
部
の
イ
ン
キ
、
化
粧
品
、
金
物
利
器
、
洋
服
附
属
品
等
の

製
造
。
販
売
・
輸
出
入
及
び
保
険
代
理
業
を
業
務
と
し
た
。
尚
、
西
郡
金
平
の
経
営
す
る
工
場
を
買
収
し
た
同
名
の
興
亜
電
機
工
業
株

式
会
社
は
、
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
、
電
気
時
計
の
製
造
を
主
と
し
六
か
月
後
の
昭
和
十
五
年
六
月
に
同
額
の
資
本
金
で
設
立
さ
れ
て
い
る
。

興
亜
と
云
う
名
称
は
後
に
丸
善
と
云
う
本
来
の
称
号
が
業
務
上
適
当
な
の
で
改
称
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
は
、
日
に
日
に
強
く
な
っ
て

行
く
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
抵
抗
を
避
け
る
た
め
に
、
金
沢
社
長
の
意
見
に
よ
り
丸
善
と
関
係
の
な
い
興
亜
と
い
う
名
称
を
選
ん
だ
と
い
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興
亜
貿
易
は
司
忠
、
興
亜
商
事
は
野
口
三
郎
が
そ
れ
ぞ
れ
の
社
長
に
就
任
し
、
株
主
は
凡
て
丸
善
の
役
付
社
員
を
以
っ
て
し
、
社
員

も
又
丸
善
か
ら
出
向
し
た
か
ら
、
形
は
一
応
独
立
し
て
い
て
も
内
容
は
純
然
た
る
同
列
の
子
会
社
で
あ
っ
た
。
し
か
も
書
籍
を
除
く
主

要
部
門
で
あ
る
商
品
の
製
造
。
卸
売
及
び
輸
出
入
を
肩
代
り
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
だ
け
に
、
そ
の
使
命
は
重
大
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ

れ
に
携
わ
る
社
員
の
意
気
込
み
も
織
烈
で
あ
っ
た
。
然
し
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
不
測
の
外
部
か
ら
の
圧
力
は
、
事
業
の
遂
行
を
思
っ
た

程
容
易
に
は
さ
せ
な
か
っ
た
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
文
具
の
主
要
商
品
で
あ
っ
た
ペ
ン
先
は
、
こ
れ
ま
で
Ｇ
ペ
ン
の
名
で
国
内
に
知
ら

れ
、
需
要
度
が
非
常
に
高
か
っ
た
が
、
輸
入
杜
絶
の
厄
に
あ
い
、
勢
い
国
産
品
に
切
り
代
え
て
、
そ
の
欠
を
補
う
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

幸
い
兵
庫
県
尼
が
崎
に
大
薮
と
云
う
ペ
ン
先
製
造
工
場
が
あ
り
、
従
来
か
ら
丸
善
の
文
具
部
と
も
密
接
な
交
渉
を
持
ち
、
代
金
即
払
い

の
ほ
か
、
多
少
の
融
資
も
し
て
い
た
の
で
、
鞭
捷
し
て
ペ
ン
先
の
増
産
に
当
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
。
即
ち
こ
れ
ま
で
の
契
約
高
は
一
一
一
千



そ
の
他
事
務
用
品
に
は
欠
か
せ
な
い
海
綿
は
、
地
中
海
産
の
も
の
が
ス
エ
ズ
運
河
、
印
度
洋
の
封
鎖
に
よ
っ
て
輸
入
が
絶
た
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
済
州
島
の
岩
盤
で
と
れ
る
板
の
よ
う
な
海
綿
を
横
浜
の
廃
業
し
た
公
衆
浴
場
で
晒
し
て
売
り
出
し
た
が
、
品
不
足
の
折

か
ら
、
大
変
な
売
れ
行
き
で
あ
っ
た
。
又
、
毛
筆
は
豊
橋
の
業
者
を
お
さ
え
て
一
手
に
販
売
し
、
算
盤
は
最
高
級
品
で
は
な
か
っ
た
が
、

播
州
産
の
も
の
を
多
量
に
仕
入
れ
て
販
売
し
た
。

グ
ロ
ス
で
あ
っ
た
の
を
、
工
場
側
の
生
産
能
力
と
見
合
せ
て
五
千
グ
ロ
ス
に
引
き
上
げ
た
が
、
ま
た
た
く
ま
に
全
部
売
り
つ
く
し
て
し

ま
っ
た
の
で
、
一
躍
三
万
グ
ロ
ス
を
注
文
し
た
。
し
か
し
こ
れ
又
束
の
間
に
底
を
つ
い
た
か
ら
、
更
に
五
万
、
七
万
と
鰻
上
り
に
増
産

を
命
じ
、
遂
に
十
万
グ
ロ
ス
と
工
場
の
全
生
産
額
を
引
き
う
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
ペ
ン
先
が
丸
善
特
製
マ
ー
ク
の
オ
リ
オ
ン
ペ

ン
で
あ
る
。

1０２９

「
丸
善
は
現
在
の
営
業
以
外
に
は
手
が
出
せ
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
の
ま
ま
行
け
ば
、
い
ず
れ
は
自
滅
す
る
だ
ろ
う
」
な
ど
、
あ
ら
ぬ

噂
が
飛
ん
で
い
る
時
、
首
脳
陣
が
業
種
別
の
子
会
社
設
立
に
踏
切
っ
た
決
断
で
、
こ
の
よ
う
な
成
果
を
あ
げ
た
の
は
、
本
社
に
と
っ
て

も
思
い
が
け
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
並
ん
で
見
の
が
せ
な
い
も
の
に
丸
善
イ
ン
キ
が
あ
る
。
当
時
そ
の
販
売
特
約
店
は
大
阪
に

四
軒
、
東
京
に
一
軒
計
五
軒
を
数
え
、
こ
れ
ま
で
の
販
売
高
は
年
間
三
五
○
万
円
で
、
殆
ん
ど
全
国
の
市
場
を
押
え
て
い
た
が
、
全
国

か
ら
は
よ
り
多
量
の
供
給
を
強
要
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
販
売
特
約
店
は
、
名
だ
た
る
関
西
商
人
で
あ
る
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
交

渉
を
す
る
に
し
て
も
、
四
軒
合
同
で
対
応
し
て
来
る
。
そ
こ
で
市
場
拡
大
、
販
路
強
化
の
た
め
に
こ
れ
ら
五
特
約
店
と
の
悪
縁
を
断
ち

切
ら
な
け
れ
ば
、
丸
善
の
方
針
を
徹
底
的
に
貫
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
、
十
五
年
八
月
、
各
地
方
別
に
丸
善
製
品
販
売
株



昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
。
過
去
の
国
史
に
誇
持
と
郷
愁
を
持
つ
明
治
・
大
正
人
に
取
っ
て
は
忘
れ
難
い
日
で
あ
る
が
、
そ
の
年
の

十
二
月
十
二
日
に
丸
善
貿
易
株
式
会
社
で
は
定
款
の
変
更
を
行
い
、
そ
の
第
二
条
第
一
一
項
に
「
化
粧
品
の
卸
売
並
に
輸
出
入
」
の
一
項

を
挿
入
し
て
い
る
。
こ
れ
は
実
に
珍
ら
し
い
こ
と
で
、
そ
の
前
年
の
七
月
六
日
に
商
工
・
農
林
両
省
令
で
、
著
修
品
等
製
造
販
売
制
限

規
則
を
設
け
、
翌
七
日
か
ら
こ
れ
を
実
施
す
る
よ
う
に
公
布
し
、
八
月
一
日
に
は
国
民
精
神
総
動
員
本
部
が
東
京
市
内
に
「
賛
沢
は
敵

だ
！
」
と
云
う
立
看
板
、
一
、
五
○
○
本
を
立
て
、
ま
た
所
管
警
察
署
長
は
次
の
よ
う
な
通
達
を
管
内
各
企
業
体
に
送
っ
て
い
る
。

二
著
修
品
の
禁
止
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式
会
社
を
設
立
し
た
。
こ
れ
が
即
ち
、
東
京
。
大
阪
・
中
部
。
九
州
・
北
海
道
・
朝
鮮
の
六
会
社
で
、
そ
の
営
業
目
的
は
、
イ
ン
キ
、

万
年
筆
、
事
務
用
器
械
器
具
、
文
具
一
般
及
化
粧
品
の
卸
販
売
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
五
特
約
店
は
、
こ
れ
ま
で
長
年
丸
善
に
協
力

し
て
来
た
の
だ
か
ら
、
補
償
金
を
出
し
て
貰
い
た
い
と
強
硬
に
主
張
し
た
が
、
折
衝
に
当
っ
た
司
現
会
長
は
そ
の
代
償
と
し
て
、
各

店
の
責
任
者
を
製
品
販
売
会
社
の
役
員
と
し
て
、
月
☆
報
酬
を
払
う
事
に
し
た
。
そ
れ
で
も
随
分
彼
等
か
ら
怨
ま
れ
た
と
云
う
。
幸
い

に
し
て
こ
れ
ら
製
品
販
売
会
社
は
独
自
に
特
約
店
を
つ
く
り
、
全
国
を
開
拓
し
て
販
売
網
を
布
い
た
か
ら
、
翌
十
六
年
に
は
年
商
五
百

万
円
に
お
よ
び
、
本
社
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
少
な
く
は
な
か
っ
た
。

尚
、
興
亜
貿
易
、
興
亜
商
事
、
興
亜
電
機
工
業
の
名
称
は
そ
れ
ぞ
れ
昭
和
十
五
年
十
月
十
日
に
、
丸
善
貿
易
、
丸
善
商
事
、
丸
善
電

機
工
業
と
改
称
さ
れ
た
。



昭
和
十
五
年
九
月
七
日

庶
務
課

九
月
六
日
新
場
橋
警
察
署
長
よ
り
左
記
の
通
り
通
達
有
之
候
に
付
御
通
知
申
上
候
。

マ
マ

支
那
事
変
一
二
週
年
記
念
を
期
し
生
活
風
習
を
改
め
質
実
簡
素
に
し
て
戦
時
下
に
相
応
し
き
健
全
な
る
態
制
の
実
現
を
期
す
る
為

め
警
視
庁
、
東
京
府
、
東
京
市
協
力
の
上
享
楽
部
面
は
勿
論
一
般
奮
修
賛
沢
部
面
の
生
活
風
習
自
粛
を
実
施
す
る
事
と
相
成
貴
店

に
於
か
れ
て
は
差
当
り
左
記
要
項
等
に
御
注
意
相
成
店
員
中
に
付
御
指
導
被
下
様
此
の
段
貴
意
相
煩
度
御
通
知
申
上
候

八七六五
、、、、

四
、 、、

一
一
、

九
、

「
・
ハ
ー
マ
ネ
ン
ト
」
は
原
則
と
し
て
廃
止
す
る
事
、
但
し
整
髪
程
度
の
も
の
は
此
限
り
に
在
ら
ず

頭
髪
飾
は
廃
止
す
る
事
、
但
し
整
髪
に
使
用
す
る
装
具
に
し
て
質
実
な
る
も
の
は
此
限
り
に
在
ら
ず

極
端
な
る
黛
、
頬
紅
、
口
紅
及
「
ア
イ
シ
ャ
ド
ー
」
を
廃
止
す
る
事

「
マ
ニ
キ
ュ
ア
」
爪
の
伸
長
、
手
の
化
粧
、
指
環
、
腕
環
、
手
套
（
夏
季
）
は
之
を
廃
止
す
る
事

極
端
な
る
「
ハ
イ
ヒ
ー
ル
」
は
之
を
使
用
せ
ざ
る
事

草
履
は
華
美
な
る
も
の
を
避
け
質
実
的
な
る
も
の
を
使
用
す
る
事

衣
服
は
け
ば
け
ば
し
き
色
彩
柄
模
様
の
も
の
を
使
用
せ
ざ
る
事

突
飛
な
る
洋
服
、
帽
子
、
高
価
な
る
帯
止
、
ブ
ロ
ー
チ
、
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
を
使
用
せ
ざ
る
事

首
飾
、
耳
飾
、
宝
石
「
ダ
イ
ヤ
・
ル
ピ
ー
・
サ
フ
ァ
イ
ヤ
」
輩
翠
、
璃
瑠
等
及
象
牙
製
品
は
使
用
せ
ざ
る
事

庶
状
号
外

記
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多
か
っ
た
と
云
う
。

こ
の
よ
う
な
緊
迫
し
た
状
勢
の
下
で
、
禁
制
品
の
卸
売
（
勿
論
国
内
の
小
売
店
に
対
し
て
）
と
、
輸
出
入
（
輸
入
は
絶
対
に
不
可

能
）
を
敢
え
て
営
業
項
目
に
お
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
現
状
で
は
不
可
能
で
あ
っ
て
る
、
開
戦
以
来
破
竹
の
進
撃
を
つ
づ
け
、
連
戦
連

勝
の
戦
果
を
収
め
て
い
る
報
道
を
聞
か
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
太
平
洋
戦
争
も
短
期
間
に
終
結
し
、
や
が
て
東
亜
全
地
域
を
包
含
す

る
一
大
共
栄
圏
が
実
現
し
、
政
治
経
済
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
文
化
の
主
導
権
を
握
る
と
確
信
し
て
い
る
た
め
、
近
い
将
来
に
は
必
ず
こ
う

し
た
貿
易
も
再
興
す
る
だ
ろ
う
か
ら
、
今
か
ら
準
備
を
進
め
て
い
て
も
徒
爾
で
は
な
い
と
考
え
た
も
の
と
思
う
。
し
か
も
実
際
に
は
化

粧
品
類
の
相
当
量
が
大
陸
向
け
に
輸
送
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
傾
向
が
あ
る
。
勿
論
、
政
府
や
軍
部
の
暗
黙
の
了
解
を
得
て
。
即
ち
第
一

陣
が
掃
討
し
た
あ
と
に
は
、
曲
り
な
り
に
も
市
町
村
が
復
興
し
、
そ
こ
に
は
内
地
か
ら
送
り
込
ま
れ
た
従
軍
看
護
婦
の
人
た
ち
を
初
め
、

慰
問
芸
能
関
係
の
女
性
、
そ
れ
に
慰
安
婦
と
呼
ば
れ
る
特
別
な
使
命
を
持
っ
た
多
く
の
婦
人
が
生
活
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
女
性
の
身

噌
み
に
必
要
な
も
の
と
し
て
多
量
の
化
粧
品
が
要
求
さ
れ
た
に
相
違
が
な
い
。
筆
者
は
兵
役
に
入
っ
た
経
験
が
な
い
か
ら
凡
て
は
想
像

に
過
ぎ
な
い
が
、
曾
て
第
一
線
に
従
軍
さ
れ
た
、
本
書
後
篇
の
執
筆
者
で
あ
る
西
田
長
寿
の
説
に
よ
る
と
、
現
地
の
女
性
た
ち
が
最
も

欲
が
っ
て
い
た
の
は
化
粧
品
で
あ
っ
た
か
ら
、
兵
士
た
ち
は
こ
れ
と
食
糧
や
日
常
物
資
と
を
交
換
し
て
、
陣
後
の
用
を
便
ず
る
も
の
が

備
考
追
而
本
件
は
警
察
署
に
あ
り
て
も
爾
今
注
意
取
締
指
導
に
当
る
事
に
相
成
候
に
付
為
念
。
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翌
十
七
年
五
月
十
三
日
企
業
整
備
令
が
公
布
さ
れ
、
群
小
企
業
の
経
営
が
い
よ
い
よ
苦
し
く
な
っ
て
来
た
。
そ
こ
で
丸
善
貿
易
も
、

実
績
に
よ
っ
て
統
制
の
可
否
が
決
定
さ
れ
る
た
め
、
同
年
六
月
三
十
日
、
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
り
、
日
本
貿
易
振
興
会
名
古
屋
支
店



す
る
二
。
八
の
閑
散
月
』

驚
か
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

翌
十
三
年
初
頭
か
ら
一
斉
』

れ
た
特
価
メ
リ
ヤ
ス
、
丸
華

な
い
も
の
と
評
価
さ
れ
た
。

今
や
日
華
事
変
は
、
局
地
解
決
の
め
ど
も
立
た
な
い
ま
ま
に
中
国
大
陸
に
燃
え
拡
が
り
、
こ
れ
に
連
れ
て
国
内
も
又
戦
時
体
制
に
捲

き
込
ま
れ
た
。
火
薬
の
重
要
資
材
で
あ
る
ニ
ト
ロ
セ
ル
ロ
ー
ズ
の
原
料
で
あ
り
、
衣
料
の
原
材
で
あ
る
原
棉
は
、
主
要
軍
需
品
と
認
定

さ
れ
、
早
く
も
昭
和
十
二
年
十
月
十
一
日
、
商
工
省
は
臨
時
輸
入
許
可
規
則
を
公
布
し
て
棉
花
な
ど
の
輸
入
制
限
を
行
い
、
引
き
続
き

同
年
十
二
月
二
十
七
日
に
は
、
綿
製
品
に
一
一
一
○
％
の
ス
フ
等
の
混
用
を
示
達
し
た
。
こ
の
結
果
は
皮
肉
に
も
従
来
疏
買
が
急
激
に
低
下

す
る
二
。
八
の
閑
散
月
に
、
俄
然
純
綿
製
品
購
入
客
が
、
有
名
百
貨
店
や
呉
服
店
に
殺
到
す
る
と
云
う
珍
現
象
が
あ
ら
わ
れ
て
業
者
を

の
斡
旋
に
よ
り
、
名
古
屋
市
内
の
一
玩
具
会
社
の
実
績
を
一
六
七
、
○
○
四
円
で
譲
り
受
け
、
よ
う
や
く
体
裁
を
整
え
る
こ
と
に
し
た
。

し
か
し
玩
具
の
枠
だ
け
が
大
き
く
な
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
輸
出
は
殆
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
結
局
は
殆
ん
ど
役
に
立
た
な
か
つ

た
と
云
う
。

丸
善
は
予
め
こ
の
日
の
あ
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
か
ら
、
事
変
直
後
国
内
の
生
産
業
者
と
提
携
し
、
丸
善
独
特
の
製
品
を
研
究
し
、

十
三
年
初
頭
か
ら
一
斉
に
販
売
を
開
始
し
た
。
そ
の
中
最
も
好
評
を
博
し
た
も
の
は
、
特
価
毛
布
、
俗
に
縮
ま
ぬ
メ
リ
ヤ
ス
と
云
わ

た
特
価
メ
リ
ヤ
ス
、
丸
善
中
折
帽
子
、
丸
善
ワ
イ
シ
ャ
ツ
等
で
、
他
の
一
流
商
店
や
百
貨
店
は
云
う
に
及
ば
ず
、
外
国
品
に
も
劣
ら
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こ
の
よ
う
な
き
び
し
い
各
種
の
統
制
強
化
に
再
三
あ
い
な
が
ら
も
、
こ
う
し
た
圧
力
に
耐
え
忍
び
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
の
日
を
迎
え

た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
年
即
ち
昭
和
十
五
年
八
月
一
日
、
本
社
洋
物
卸
課
の
業
務
中
メ
リ
ヤ
ス
製
品
の
営
業
を
継
承
し
て
株
式
会
社

丸
善
洋
物
卸
店
を
、
ま
た
帽
子
服
装
雑
貨
製
品
の
営
業
を
継
承
し
て
、
株
式
会
社
丸
善
服
装
雑
貨
卸
店
を
創
立
し
た
。
資
本
金
は
そ
れ



ぞ
れ
十
八
万
円
で
、
金
沢
末
吉
社
長
が
両
社
の
社
長
に
就
任
し
た
。

な
お
前
者
の
設
立
当
時
の
営
業
目
的
は
「
莫
大
小
製
品
、
布
吊
製
品
、
織
物
製
品
、
皮
革
製
品
、
ゴ
ム
製
品
の
卸
販
売
並
に
輸
出
入

に
附
帯
す
る
一
切
の
業
務
」
を
為
す
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
十
二
日
に
「
前
項
の
目
的
を
達
す
る
為
に
必
要
な
事
業

に
投
資
し
又
他
と
共
同
し
て
之
の
経
営
を
為
す
こ
と
」
と
変
更
し
て
い
る
。

ま
た
後
者
の
営
業
目
的
は
「
帽
子
、
毛
布
、
羅
紗
、
毛
織
物
既
製
品
、
洋
傘
、
肩
掛
、
小
間
物
、
化
粧
品
、
売
薬
部
外
品
、
金
物
利

器
の
卸
売
並
に
輸
出
入
を
為
す
を
以
て
目
的
と
し
、
こ
れ
に
附
帯
す
る
一
切
の
業
務
」
で
あ
っ
た
が
、
前
者
同
様
十
六
年
十
一
一
月
十
一
一

日
付
で
「
前
項
の
目
的
を
達
す
る
為
に
必
要
な
る
事
業
に
投
資
し
又
は
他
と
共
同
し
て
之
の
経
営
を
為
す
こ
と
」
に
変
更
し
て
い
る
。

三
軍
需
品
の
増
加
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こ
の
他
幾
多
の
子
会
社
、
傍
系
会
社
が
続
出
し
、
戦
中
。
戦
後
を
通
じ
て
統
合
、
廃
止
さ
れ
た
こ
と
は
別
表
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ

れ
ら
の
中
で
、
昭
和
十
九
年
三
月
六
日
設
立
さ
れ
た
新
潟
県
巻
工
場
に
つ
い
て
一
筆
つ
け
加
え
て
お
こ
う
。
こ
の
工
場
は
昭
和
十
八
年

十
月
十
日
、
株
式
会
社
京
都
第
一
製
作
所
、
丸
善
計
算
機
株
式
会
社
西
ノ
宮
工
場
、
丸
善
時
計
電
機
工
業
株
式
会
社
、
丸
善
電
機
工
業

株
式
会
社
を
合
併
し
て
出
来
た
丸
善
精
機
工
業
株
式
会
社
に
設
立
と
同
時
に
合
併
さ
れ
、
現
在
も
同
地
で
丸
善
の
関
連
会
社
と
し
て
文

具
、
事
務
機
械
の
製
造
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
文
具
部
で
取
扱
っ
て
い
た
外
国
製
器
械
類
の
輸
入
は
、
日
華
事
変
の
勃
発
と
共
に
、
殆
ん
ど
そ
の
路
を
絶
た
れ
た
。
そ
れ

に
も
拘
わ
ら
ず
軍
の
需
要
は
こ
れ
に
反
比
例
し
て
増
大
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
ら
、
丸
善
に
於
て
も
国
産
品
の
仕
入
と
、
関
係
工
場



１０３５

で
の
器
械
製
作
、
特
に
自
動
番
号
器
、
計
算
機
、
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
、
輪
転
謄
写
機
等
の
製
造
に
一
段
の
努
力
を
払
っ
て
き
た
が
、

こ
う
し
た
要
請
に
応
え
る
た
め
に
創
立
し
た
の
が
、
丸
善
計
算
機
株
式
会
社
で
西
ノ
宮
に
工
場
を
設
け
て
生
産
に
従
事
し
た
。
昭
和
十

四
年
末
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
は
こ
の
会
社
を
設
立
し
た
時
、
己
に
軍
の
斡
旋
に
よ
り
、
新
潟
県
西
蒲
原
郡
巻
町
（
越
後
線
、
弥
彦
山

よ
り
北
方
凡
そ
八
ｍ
）
か
ら
、
整
地
費
用
と
そ
の
労
働
力
と
を
負
担
の
上
工
場
敷
地
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
申
出
が
あ
っ
た
か
ら
、
取

敢
え
ず
従
来
下
請
関
係
に
あ
っ
た
西
ノ
宮
エ
場
を
買
収
し
て
、
そ
の
用
に
充
て
た
。
従
っ
て
新
潟
か
ら
数
名
の
工
員
を
招
い
て
、
製
造

技
術
を
見
習
わ
せ
、
他
日
に
対
処
す
る
準
備
を
進
め
て
行
っ
た
。
し
か
し
人
の
問
題
は
労
働
力
が
可
成
豊
か
な
現
地
徴
用
で
間
に
合
う

と
し
て
も
、
設
備
に
要
す
る
機
械
工
具
類
の
製
造
は
、
仮
令
、
巻
町
近
隣
に
燕
、
三
条
、
加
茂
、
見
附
な
ど
、
昔
か
ら
有
名
な
鋳
物
の

産
地
は
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
地
に
於
け
る
当
時
の
業
態
で
は
、
生
産
に
必
要
な
機
械
類
の
製
作
を
賄
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
新
潟
鉄
工
所
に
規
定
の
旋
盤
を
注
文
し
た
が
、
容
易
に
応
じ
て
く
れ
な
い
。
止
む
を
得
ず
一
・
三
五
ｍ
位
の
小
型
旋
盤
を
つ
く

る
機
械
工
場
を
大
阪
に
つ
く
っ
た
。
そ
れ
は
住
吉
工
業
と
い
う
小
企
業
の
も
の
で
、
一
年
足
ら
ず
で
売
却
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
、

丸
善
社
史
資
料
の
い
ず
れ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
衝
に
当
っ
た
司
忠
現
会
長
の
言
で
あ
る
か
ら
、
一
応
こ
こ
に
記
し
て

お
く
。
旋
盤
は
こ
の
よ
う
な
経
緯
で
生
産
さ
れ
た
が
、
そ
の
ベ
ッ
ト
は
鋳
物
で
、
こ
れ
が
即
座
に
は
間
に
合
わ
な
い
。
そ
こ
で
鋳
物
類

は
三
重
県
桑
名
の
も
の
が
最
高
で
あ
る
と
云
う
の
で
、
こ
こ
で
百
台
ば
か
り
を
至
急
に
ふ
か
せ
、
こ
れ
を
大
阪
工
場
に
回
送
し
て
そ
こ

で
削
り
合
せ
た
が
、
二
、
三
十
台
程
度
に
終
っ
た
の
で
、
残
部
を
巻
エ
場
に
送
っ
て
漸
く
完
成
し
た
。
か
く
て
い
ざ
操
業
と
云
う
段
に

な
っ
た
そ
の
時
が
、
皮
肉
に
も
終
戦
の
日
で
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
外
、
子
会
社
と
し
て
是
非
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
に
丸
善
出
版
株
式
会
社
が
あ
る
。
戦
争
中
洋
書
輸
入
が
杜
絶
し
た
後
、



設
立
年
月
日

一
般
読
書
界
、
産
業
界
の
強
い
要
望
に
よ
り
本
社
の
出
版
部
は
、
和
書
。
翻
刻
害
の
出
版
に
力
を
注
い
だ
こ
と
は
既
述
し
た
が
、
そ
の

後
昭
和
十
八
年
末
、
企
業
整
備
令
に
よ
り
中
小
出
版
社
四
社
を
統
合
、
出
版
業
務
を
拡
大
継
続
し
て
い
た
。
し
か
し
長
期
化
す
る
戦
争

に
備
え
る
た
め
、
ま
た
企
業
整
備
令
の
主
旨
に
基
づ
い
て
、
昭
和
二
十
年
一
月
一
一
十
四
日
、
子
会
社
と
し
て
丸
善
出
版
株
式
会
社
を
設

立
し
、
本
社
出
版
部
の
業
務
一
切
を
移
談
し
た
。
創
立
時
の
資
本
金
は
二
○
○
万
円
、
社
長
に
は
荒
川
実
が
就
任
、
取
締
役
に
は
金
原

金
二
、
小
柳
津
宗
吾
、
後
藤
新
吉
が
選
任
さ
れ
た
。
社
員
も
ま
た
他
の
子
会
社
同
様
、
出
版
部
の
社
員
が
出
向
し
た
。
丸
善
出
版
株
式

会
社
の
活
動
は
、
昭
和
二
十
八
年
本
社
に
合
併
さ
れ
る
ま
で
、
和
書
出
版
業
務
の
一
切
を
行
い
、
戦
後
混
乱
期
に
数
女
の
新
版
、
重
版

書
を
発
行
し
た
こ
と
は
第
四
編
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

尚
、
和
書
出
版
に
関
連
し
、
昭
和
十
五
年
八
月
二
十
六
日
、
下
請
会
社
荻
村
製
本
工
場
を
買
収
し
て
荻
村
製
本
所
を
設
立
し
、
丸
善

の
出
版
害
の
大
部
分
の
製
本
は
荻
村
製
本
所
が
受
持
っ
た
が
、
昭
和
十
八
年
七
月
二
十
七
日
に
丸
善
製
本
所
と
改
称
し
た
。

摘
要

新
潟
・
札
幌
に
出
張
所
設
置

東
京
丸
善
製
品
販
売
株
式
会
社

（
神
田
区
淡
路
町
こ
の
五
の
十
三
）

北
海
道
丸
善
製
品
販
売
株
式
会
社

（
札
幌
市
北
三
条
西
三
の
一
の
一
）

設
立
時
社
名
（
）
内
は
所
在
地

四
子
会
社
。
傍
系
会
社
改
組
一
覧
表

株
式
会
社
丸
善
商
社

（
昭
和
二
十
二
年
十
一

月
二
十
五
日
）

主
な
る
販
売

・
製
造
品

1036

改
称
社
名
（
）
内
は

改
称
年
月
日



昭
和
十
五
年
八
月
一
日

昭
和
十
四
年
十
二
月
二
十
三
日

丸
善
出
版
株
式
会
社

（
東
京
市
日
本
橋
区
江
戸
橋
三
の
二
）

株
式
会
社
丸
善
洋
物
卸
店

（
東
京
市
日
本
橋
区
通
三
の
一
の
五
）

株
式
会
社
丸
善
服
装
雑
貨
卸
店
（
東

京
市
日
本
橋
区
通
三
の
一
の
六
）

朝
鮮
丸
善
製
品
販
売
株
式
会
社

（
京
城
府
本
町
二
の
三
の
二
）

興
亜
商
事
株
式
会
社

（
東
京
市
日
本
橋
区
通
二
の
六
）

興
亜
貿
易
株
式
会
社

（
東
京
市
日
本
橋
区
通
二
の
六
）

大
阪
丸
善
製
品
販
売
株
式
会
社

（
大
阪
市
東
区
博
労
町
三
の
十
七
）

中
部
丸
善
製
品
販
売
株
式
会
社

（
名
古
屋
市
中
区
南
呉
服
町
一
の
二
）

九
州
丸
善
製
品
販
売
株
式
会
社

（
福
岡
市
下
西
町
二
○
）

丸
善
商
事
株
式
会
社

（
昭
和
十
五
年
八
月
二

十
五
日
）

書
籍
一
昭
和
二
十
年
一
月
二
十
四
日

の帽
他子
雑・
貨そ

繊
維
品

化
粧
品

文
具
器
械

イ
ン
キ

丸
善
貿
易
株
式
会
社

（
昭
和
二
十
二
年
十
一

月
二
十
五
日
）

株
式
会
社
丸
善
洋
物
卸

店

昭
和
二
十
年
九
月
九
日
米
国
駐
留
車
に
接

収
さ
れ
る

丸
善
貿
易
株
式
会
社

（
昭
和
十
五
年
十
月
十

日
）

昭
和
十
五
年
八
月

1037

大
阪
・
名
古
屋
・
福
岡
に
出
張
所
設
置

昭
和
二
十
三
年
四
月
三
十
日
丸
善
服
装
雑

食
卸
店
を
吸
収

昭
和
二
十
二
年
十
一
月
二
十
五
日
大
阪
・

中
部
・
九
州
各
丸
善
製
品
販
売
株
式
会
社

を
吸
収
合
併

昭
和
二
十
三
年
九
月
三
十
日
解
散
十
月

一
日
新
設
の
本
社
化
粧
品
部
に
継
承

昭
和
二
十
八
年
四
月
三
十
日
丸
善
出
版
部

に
吸
収



1０３８

く

ア
サ
ヒ
製
図
器
株
式
会
社
（
東
京
市

葛
飾
区
青
砥
町
一
の
一
九
五
〉

製
図
器

企
業
猫
怖
令
に
よ
る
企
業
合
同

の
た
め
設
立
（
設
立
Ｒ
不
詳
）

一
昭
和
二
十
四
年
三
凡
》
十
一
一
日
解
散

株
式
会
社
姫
路
宝
文
館

（
姫
路
市
山
’
二
階
晦
二
上
叩
）

商
品
販
売
一

昭
和
十
七
年
九
月

株
式
会
社
姫
路
丸
善

（
昭
和
十
八
年
四
月
三

十
Ｈ
）

昭
和
名
十
三
年
十
二
ｍ
炎
同
姫
路
支
店
設

澄
に
伴
い
廃
止
、
業
務
一
切
譲
渡

株
式
会
社
荻
村
製
本
三
場
（
東
京
市

中
野
区
上
高
田
一
ノ
ー
五
二
〉

製
本

昭
和
．
。
｜
‐
五
年
八
月
二
十
六
間

株
式
会
社
丸
菩
製
本
所

（
昭
和
十
八
年
七
月
発

十
七
日
）

荻
村
製
本
二
場
買
収

昭
和
二
十
五
年
五
月
整
理
解
散

丸
善
計
算
雛
株
式
会
社
巻
工
場

（
新
潟
県
西
蒲
原
郡
巻
町
一
二
兎
）

計
算
機

昭
和
・
‐
一
九
年
一
一
一
月
六
日

丸
善
精
機
工
業
様
式
会

社
（
昭
和
十
八
年
‐
雫
‐
提

十
日
）

※
昭
和
十
五
年
五
月
興

亜
龍
機
工
業
株
式
会
社

を
丸
善
電
機
工
業
株
式

会
社
と
改
称

設
立
と
同
時
に
丸
善
粉
機
工
業
妹
式
会

社
に
併
合
、
事
務
所
を
巻
エ
場
内
に
お

丸
稗
計
算
機
株
式
会
社
西
ノ
宮
工
場

（
西
宮
市
今
津
永
井
町
二
○
三
）

昭
和
十
側
年
十
二
月

上
記
四
社
を
合
併
本
社
東
京
市
Ｈ
本
橋

区
江
戸
祇
二
》
ノ
ー
支
店
淀
Ⅲ
製
作

所
・
京
都
製
作
所
・
西
宮
製
作
所
・
大
阪

製
作
所

昭
和
二
十
年
五
月
二
十
五
Ｒ
本
社
を
新
潟

県
西
蒲
原
郡
巻
町
に
低
く

昭
和
二
・
才
，
年
六
月
三
Ｊ
淀
川
製
作
所
・
大

阪
製
作
所
全
焼
閉
釧

興
亜
電
機
エ
業
株
式
会
社
〈
大
阪
府

豊
能
郡
庄
内
町
大
字
菰
江
二
五
九
）

々
／
イ
ム
ス

タ
ン
プ
・

電
気
時
計

昭
和
十
四
年
十

丸
善
時
計
電
機
毘
業
株
式
会
社
〈
大

阪
市
東
淀
川
区
新
高
南
通
こ
の
八
）

密
劣
イ
ム
レ

ョ
ー
ダ
ー

昭
和
十
五
年
五
月

株
式
会
社
京
都
第
一
製
作
所

（
京
都
市
下
京
区
西
九
条
蔵
王
町
。

謄
淳
機

昭
和
十
六
垂
六
月




